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入善町 魚津市 黒部市 宇奈月町 朝日町
全品目 51.2 82.4 68.8 9.5 31.8
買回品 39.6 78.7 60.0 1.1 24.9
準買回品 60.0 86.9 78.9 8.6 33.9
最寄品 75.5 88.5 83.4 36.4 51.0
衣料品 46.1 73.2 58.6 1.3 14.9
身回品 41.1 73.9 59.4 0.2 32.8
文化品 42.3 89.0 70.0 2.5 32.4
日用品 70.1 85.6 78.0 13.0 38.4
食料品 76.1 89.0 86.3 49.9 57.8





富山市 5211 5100 2.2
魚津市 702 609 13.3
黒部市 417 398 4.6
入善町 281 189 32.8











































































朝日町 宇奈月町 黒部市 魚津市 富山市 高岡市 その他
カタログ
通信販売
全品目 1. 4 0. 8 20. 8 10. 1 8. 3 0. 3 2. 5 4. 0 51. 2
買回品 1. 4 0. 3 23. 0 14. 6 12. 4 0. 4 3. 0 4. 3 39. 6
準買回品 1. 3 0. 6 22. 0 5. 4 4. 2 0. 1 2. 3 4. 0 60. 0





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中 9:00～18：30 水 2(2) 自 自 一体 屋敷地 無
有（1974年に改築。木造から
鉄筋へ。1983年に内装修理）











63歳・男 2 無 無 2 1993年 2・10月 1・5月
3 1955年 婦人服 中 9：00～17：00 水 2(2) 自 自 一体 空き店舗 1970年まで呉服も販売
有（1977年に道路拡張により
改築）




















60歳・女 2 無 未定 2 1980年頃 4・12月
1・2・8・
12月





64歳・女 1 無 無 3 1985年頃 3・10月 2・8月






無 3 1998年頃 4・12月 2・8月
入学式や新学期が始まる春や，年末の12
月の時期に需要が高まるため
8 1919年 薬局業 銀 8：30～19：15 なし 2(2) 自 自 一体 空き地 無 有（1965年に改装） 77歳・女 3 無 45歳・男 未定 1960年代 特になし 特になし
かつては，繁忙期は7・8・12月，閑散期は
農繁期の9月であった。















豆腐店 中 8：30～18：00 日 7(-) 自 自 別 倉庫
有（2011年にショーケース販売
開始）



















中 7：30～19：30 日 2(2) 自 自 別 米蔵 戦後から開業まで刃物研ぎ師 有（1967年に店の拡張） 70歳・男 2 無 無 1969年 3～4月 1～2月
年度末の土木・建設業の忙しい時期に売
上が増える
13 1951年 醸造業 入 8：00～17：00
土日・
祝日
5（3) 自 自 別
創業時は米問屋、戦前に醸造
業に転換










無 1995年 8月 2～3月
お盆のシーズンが忙しい。1995年は，戦没
者の50周年で最も売上が増えた。




















35歳・男 2 1980年代 3・4月 冬
春の新学期が始まるため、学生の購入者が
増えるから
17 1958年 家具 中 9：00～19：00 水 4(4) 自 自 一体 屋敷地 無 有 52歳・男 2
有（東京上野の家
具店）
未定 2 1980年代 ７月 9・2月
春と秋の婚礼のシーズンに売上が増える。
稲刈りのシーズンは客足が少ない
18 不明 鮮魚店 中 9：00～18：00 日 2(2) 自 自 別 住宅 1985年に宴会・仕出しを開始 無 49歳・男 2 無 無 2 1995年 1月 2月





74歳・女 2 無 なし 3 1980年頃 特になし 特になし
20 1948年 米穀商 入 9：00～19：00
日・祝
日




無 44歳・男 4 有（東京で3、4年） 未定 3 1992年頃 9～12月 1～3月 稲刈り後が繁忙期となる
21 1956年 釣り具用品 中 7：00～19：00 無 1(1) 自 自 一体 間借り地 無 有（1972年に店舗拡大） 63歳・男 2 無 無 2 1970年頃 6～10月 冬 夏に釣りのシーズンがくるため繁忙期となる




























































































中 9:00～18：30 水 2(2) 自 自 一体 屋敷地 無
有（1974年に改築。木造から
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74歳・女 2 無 なし 3 1980年頃 特になし 特になし
20 1948年 米穀商 入 9：00～19：00
日・祝
日




無 44歳・男 4 有（東京で3、4年） 未定 3 1992年頃 9～12月 1～3月 稲刈り後が繁忙期となる
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売上最盛期 繁忙期 閑散期 繁忙期・閑散期の理由







24 1967年 飲食業 中 10：00～21：00 月 3(3) 借 自 一体 有（1992年に店舗拡大） 75歳・男 1 有（レストランで調理経験） 無 2 不明 8月 9月・10月
25 1972年 飲食業 中 11：00～8：00 水 3(3) 自 自 一体
氷菓子からラー
メンに転換
有(1995年に道の拡張で改築) 52歳・男 2 無 22歳・女 2 1980年頃 8月 2月・9月







27 1988年 居酒屋 中 17：00～23：30 日 2(2) 借 借 別 スーパー 無 52歳・男 1 有（大阪の飲食店に勤務） 無 1 2000年頃 夏 秋 夏季に宴会の需要が高まるため
28 2003年 飲食業 中 9：00～19：00 水 3(2) 借 借 別
2003年頃に惣
菜導入
喫茶店 有(2004年に惣菜店から寿司店) 70歳・男 1 無 無 1 創業時 1月・8月 6月・9月 お盆、夏休みは寿司への需要が高まるため









火 1(1) 借 借 別 飲食店 無 60代・女 1 有（アルバイト，10～15年） 無 2 ４月 10月・11月 農繁期になると，閑散期となる
31 2008年 居酒屋 中 17：00～23：30 月 4(3) 自 自 別 空き店舗 無 54歳・男 1 有（魚津の居酒屋で勤務） 未定 1 2009年 8月 冬 夏季とお盆に宴会の需要が高まるため
32 2008年 居酒屋 銀 17:30～26:00 日 8(1) 借 借 別 空き店舗 無 31歳・男 1 有（入善・京都の飲食店に勤務） 無 1 2007年 8月・12月 2月・10月 夏季と年末に宴会の需要が高まるため
33 2009年 飲食業 中
11：30～21：00（昼
休14：00～17：00）
日 3(2) 借 借 別 無 50歳・男 1 有（魚津で板前） 未定 1 2009年 8月・12月 ７月
帰省の時期に伴い来客が増加し，クリスマスの
シーズンは外注が増加する
34 2011年 ジャズ喫茶 中 11：00～23：30 水 1(1) 借 借 別 ケーキ屋 有(改装。五年間空き店舗） 58歳・男 1 独自に勉強 未定 1 特になし 特になし




中 9：00～19：00 日 4(3) 借 借 一体
1970年代に文
具取り扱い開始
有 38歳・男 3 有（都内。2年） 38歳，男 2 1987年




38 1968年 美容院 中 8：30～19：00
月，第１・３
日
2(2) 自 自 一体 住宅 有（1980年に店舗拡大） 69歳・女 1 有（黒部市の美容室に勤務） 40代・女 2 1980年 3月・4月 9月・5月 春先に需要が高まるため
39 1972年 床屋 中 8:00～18:00 第1・3月 4(2) 借 借 別 有（開業から3回の内装改変） 60歳・男 1 有（富山4年，京都2年，高岡1年） 無 2 1970年 8月 1～2月 気温の高い夏は，髪が鬱陶しくなる人が増える
40 1994年 カットサロン 銀 9：00～19：00 月 2(2) 借 自 別 クリニック 有（2003年に店舗の移転） 49歳・男 1 有（町内美容院でインターン） 未定 1 2008年 3月・7月 1月・2月 暑い時期になると、髪を切る人が増えるから
41 1996年 美容院 中 9：00～18：00 月，第3日 1(1) 借 借 別 空き店舗 有（2006年に老朽化のため改築） 40代・女 1 有（入善町の美容室に勤務） 無 2 2000年頃 12月・4月 2月・9月 春先に需要が高まるため
42 2005年 美容院 銀 9:00～19:00
月，第1,3
日
2(2) 借 借 別 空き店舗 無 51歳・女 1 有（アルバイト，10～15年） 無 3 3月・12月 1月・5月 年度初めに需要が高まるため




中 10：00～19：00 日・祝日 1(1) 借 借 別 空き倉庫 無 29歳・女 1 有（ネイルスクール，1年） 無 2 2009年 6月～8月 2月
夏季の長期休暇で働く女性の需要が高まるた
め
45 江戸期 割烹・旅館 入 予約に応じて営業
予約に応
じて営業
5(4) 自 自 一体
有（創業以来，修繕が必要な場
所を多く改装してきた）
57歳・男 8 有（自らの店舗で修行） 有 1 1980年代 11月～4月 5月～10月
農繁期に閑散期となり，農閑期に繁忙期とな
る。
46 1935年 写真店 入 9；00～20：00 水 3(3) 自 自 一体 更地
有（1987年に改築。撮影のほか、
用品DPEの受付のため。）
60歳・男 3 有(富山市内の写真館。5年） 27歳・男 1 1985年頃 11月 2月
成人式，七五三などの行事に記念写真を撮る
人が増えるから．
47 1960年 旅館業 銀 不明 無休 9(4) 自 自 一体 飲食店（寿司） 寿司屋
有（1971年,1985年部屋の改
装,1993年老朽化のため改築）









48 1967年 写真店 銀 8:30～18：45 水 2(2) 借 借 別 無 70歳・男 1
有（他店で見習い4年。大阪の
メーカーで修理研修）




入 8：00～１8：00 なし 1(1) 自 自 一体 住宅 無 70歳・女 1 無 無 3.4 1990年頃 特になし 特になし






























































売上最盛期 繁忙期 閑散期 繁忙期・閑散期の理由







24 1967年 飲食業 中 10：00～21：00 月 3(3) 借 自 一体 有（1992年に店舗拡大） 75歳・男 1 有（レストランで調理経験） 無 2 不明 8月 9月・10月
25 1972年 飲食業 中 11：00～8：00 水 3(3) 自 自 一体
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る。
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用品DPEの受付のため。）
60歳・男 3 有(富山市内の写真館。5年） 27歳・男 1 1985年頃 11月 2月
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人が増えるから．
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有（他店で見習い4年。大阪の
メーカーで修理研修）




入 8：00～１8：00 なし 1(1) 自 自 一体 住宅 無 70歳・女 1 無 無 3.4 1990年頃 特になし 特になし






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10:00～19:00 第2火 4(2) 自 自 別 2000年に子供服の取り扱い開始 有（撤退した隣接用地を統合拡張） 30代・女 2
有（東京でデザイン・




10:00～19:00 火 4(1) 借 借 別 2000～2004年に紳士服を扱った
有（1982年に道路拡幅に伴い本店







無休 5(1) 借 借 別 無 50代・女 1
有（県内の薬局。
    半年） 無 5 1990年代
8月・12月 特になし コスモ21に来てから通年で来客がある
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開始 項目 主体 内容
1968 「花の入善音頭」制作 商 入善町民参加型の地域活性化の取り組みの一環で，入善音頭を制作した
1968 入善ふるさと七夕祭り 商 入善町最大規模の夏祭りであり，商店街経営者有志が屋台を並べた
1975 消費者モニター設置 商 親しまれる商店を目指し，消費者モニター（20人）を設置・評価を行った
1976 町営中央駐車場竣工 商 中心商店街の買い物客の利便性を図り，町営駐車場を設置した
1980 商店街区都市計画事業 商 中心商店街におけるセットバック・歩車道区分・歩道カラー舗装を行った
1992 大型ショッピングセンター建設 経 購買力の町外流出をくい止めるための地元主導型による商業施設の建設を行った
1995 入善町キラキラカード 商 消費者の購買意欲を高めることを目的とし，商店街加盟店においてポイント制度を導入した
1997 むらおこし推進・地域振興対策事業 商 シソジュースをはじめ，シソにこだわった特産品開発に取り組んだ
1998 とれたて朝市にゅうぜん 商 金曜日午前9時から12時に商店街にて朝市を開催した
1999 冬遊ぼう事業99 青 子供を対象とし，縁日のような空間を作った
2000 中心市街地再活性化事業 商 入善駅前の市街地整備を行い，活気のある商業空間を整備した
2000 入善プレミアム商品券事業 商 購入額の10％上乗せした地域限定で利用できる商品券を発行し，町内買い物客の集客を図った
2000 入善ラーメン祭り 青 入善町内のラーメン店が集まって屋台を出し，街の活性化を狙った
2002 まつりんぴっく 商 中心市街地活性化を目的に住民参加型の秋のイベントとして創設された
2006 入善大観桜会開催 商 観桜会の復活を願って開催され，以後入善桜まつりとして毎年行われるようになった
2008 起業チャレンジ応援事業 商 中心市街地空き店舗対策として入善町での新規経営者を支援する補助金事業を導入した
2010 とれたて市まちなか屋 農 生鮮食品などの委託販売・仕入販売を行った
2012 入善ジャンボコンパ 青 商店街の飲食店に協力を仰ぎ，町の大規模なコンパを開催した
年次
各期
商：商工会　　経：商店街経営者団体　　青：商工会青年部　　農：農業公社
商業地区移転・ 分散期
商業地区成長期
注）主体の項目は，各団体の中でも中心的な活動を担うものを示す．
 （ 聞き取り調査および入善町商工会『半世紀の歩み～地域とともに50年～』により作成）
－62－
地区における商業に関わる取り組みについてみ
る．
１）商品券・空き店舗対策・イベント
入善町における消費者への購入促進策として，
商品券事業やポイントカード制度がある．まず，
ポイントカードについてみると，入善町にはカー
ド加盟店で買い物をする際に，消費者の購入金額
にあわせたスタンプが押される「キラキラカード」
という，ポイント制のカード事業がある．この事
業は入善町商工会会長の提案により，1995年から
導入された．
キラキラカードの利用規則は，カードが満点
（35,000円分の買い物）になると，400円の金券と
して使用ができる．また，満点のポイントカード
を５枚集めると，日帰りの温泉旅行券と交換する
ことができ，さらに15枚を集めると，１泊２日の
温泉旅行券と交換することが可能である．そのた
め，キラキラカードは地元の買い物客が駅前やそ
の周辺の個人店舗で買い物を行う動機付けとも
なっており，金券や温泉旅行を目指してポイント
を貯めることに楽しみを抱く消費者も少なくな
い．
2011年５月現在，キラキラカードの全加盟店は
49店であり，これらは特に入善駅前の商店街に集
中して分布し，独自のポイントカードを保有する
「コスモ21」のような複合商業施設では加盟店が
少ない．キラキラカードの加盟店は，店舗に置く
カードを一括で購入し，その総ポイント数に応じ
てカード代金を商工会に支払うシステムになって
いる．2011年時点で，キラキラカードの加盟店が
カードに出資する総額は，約1,000万円であると
いう注３）．
一方，入善町における商品券事業として，消費
者の購入金額分の10％が商品券に加算される「プ
レミアム商品券」がある．プレミアム商品券事業
は2000年から開始され，開始年次の金券発行総額
は約1,000万円で，そのうち半額の500万円は入善
町からの助成金が充てられたという．その後，商
品券事業は徐々に拡大され，全国で定額給付金が
交付された2009年は入善町で総額２億円の商品券
が発行され，これらは発売からわずか１週間で売
り切れるほどの盛況であった．2012年現在，商品
券の発行総額は約5,000万円であり，商品券の発
売が開始されると約30分で売り切れる人気商品と
なっている．
プレミアム商品券は，入善町の中心市街地や
ショッピングセンターで利用可能である．2012年
現在，入膳地区にプレミアム商品券の取扱加盟店
は144店であり，なかでも複合商業施設での加盟
店が目立つ．プレミアム商品券は，キラキラカー
ドとともに，中心市街地や入善町町内での買物行
動をつなぎとめる目的があり，行政の経済的支援
や商店主らの協力によって一定の効果をあげてい
るといえる．
一方，入善町中心市街地では，戦後開店した店
舗における後継者問題や長引く経済の不況によっ
て，廃業に伴う空き店舗の増加が問題となってき
た．増加する空き店舗の有効活用と若手経営者の
起業を援助することを目的に，入善町商工会では
2008年から起業チャレンジを中心市街地商業活性
化の事業として取り組んできた．
起業チャレンジ応援事業は，中心市街地活性化
基本計画に基づき入善駅前の商業地区のみが事業
対象地であり，起業者は入善町の住民のみに限定
され，他市町村の出店者は入善町への居住と住民
票取得が必要となる．新規出店者には，店舗の初
期投資費用にかかる１／３以内が補助金として交
付され，１件あたりの限度額は100万円と定めら
れている．その他の付則条件として，補助金交付
にあたっては最低継続営業期間を営業開始日より
２年，仮に継続期間前に廃業する場合は補助金を
全額返還する必要がある．
起業チャレンジ応援事業では，一定の集客力と
競争力が進出店舗に求められるため，出店希望者
に対しては審査が存在し，審査を通過したものが
助成事業の対象店となることができる．事業開始
から現在にかけて，入善駅前の商店街では，居酒
屋やスナックなどの飲食業，あるいは美容室など
を中心に，９店舗が新規に参入した．今までのと
－63－
ころ，募集から新規店舗の入居までが短いサイク
ルで順調に進んでおり，入善駅前における商業施
設の店舗循環は良好であるといえる．一方で入善
町では，人口の高齢化が1990年代以降急速に進ん
でいるため，今後は高齢者に対する生活支援など
の高付加価値サービスの起業が現在期待されてい
る．
そのほか入善町では，中心市街地の活性化と地
域コミュニティの活発化を組み合わせるイベント
に力を入れている．入善町における代表的な祭り
として，1968年から入善町商工会によって開催さ
れている「ふるさと七夕祭り」があり，入善町に
おける最大の祭りとなっている．ふるさと七夕祭
りは毎夏の８月５～７日の期間に入善町の駅前商
店街である二十四軒町，中町，銀座町の界隈で開
催されている．そのほか．若手の商業経営者たち
によって開始された新たなイベント事業も注目に
値する．そのなかの一つ「入善ラーメン祭り」は，
商工会の若手である青年部によって2000年から開
始されている食のイベント事業であり，2012年で
は参加店舗数と会場規模では日本最大のラーメン
祭りとなっている．これ以外の入善町商工会の青
年部が主導するイベントとして，「入膳ジャンボ
コンパ」がある．当イベントは，入善町の駅前商
店街のコンパ協賛店舗で飲食をし，男女が食事を
しながら交流をするいわゆる「街コン」である．
イベントは商工会青年部の提案によって，商工会，
商工会青年部，入善町飲食店組合の３団体で共同
して開催している．
こうした，駅前の商業地区をベースとした様々
なイベントは，伝統的な古い祭りの継続と若手商
業経営主の新たなアイディアによって支えられて
いる．今後の駅前商店街における町興しや商業経
済の向上を目指すにあたって，これからは若い世
代の担う役割が期待されている．
２）共同販売・朝市
入善町の市街地中心部では，上述した活動のほ
かに，地域住民が自ら立ち上げに関わった地域主
体の運営事業が存在する．もともと入善町には複
数の生鮮食料品店が存在していたが，2010年に唯
一のスーパーが閉店したことで，交通手段を持た
ない高齢者を中心に生鮮食料品の確保が困難と
なった．このスーパーの閉店後，直ちに入善町の
住民と農業公社注４）から新たな生鮮食料品店の開
設に対する申出要請が寄せられ，これを受けて農
業公社の理事長を兼任していた当時の町長は，生
鮮食料品を取り扱う「とれたて市まちなか屋」（以
後「まちなか屋」とする）の運営開始を決定した．
この「まちなか屋」は，入善町が所有する公営駐
車場のスペースにプレハブ小屋を建設し，店内に
て野菜や果物などの生鮮食料品を扱い，外では魚
介類や乾物の委託販売・仕入れ販売を行う食料品
に特化した直売店である．当初の契約では，運営
期間は２年間の予定であったが，入善町民や近隣
からの需要の増加と強い要望から，2012年現在の
３年目も継続して運営が続けられている．販売は，
生産者から農作物やそのほか食品類を直接仕入
れ，それらを消費者に販売する方法がとられてい
る．また，全体の売り上げの約３分の１は，給食
の材料として販売する学校用の食料品であり，「ま
ちなか屋」における重要な販売相手となっている．
このように，「まちなか屋」は移動手段のない高
齢者のために機能するだけでなく，入善町内にお
ける生産者，または地域の公的機関にとっても重
要な役割を担っている．また，「まちなか屋」は
駅前商業地区のメインストリートに立地し，多く
の人々が立ち話や雑談に気軽に立ち寄れるコミュ
ニケーションの場ともなっており，当店舗が有す
る社会的な役割も重要といえよう．
この共同食料品店のほかでは，入善町の銀座通
り商店街とうるおい館の２か所において，毎週金
曜９時から正午まで開催される「とれたて朝市
にゅうぜん」と呼ばれる朝市も注目される．この
取り組みは商店街の活性化を目的に1998年に始
まったもので，農家や商店街近辺の住民が商店街
の一角を利用して，地域住民が収穫した農作物や
手作りのパン類，惣菜などを販売している．開始
された当時に比べ，出店する農家や住民の数は減
少したが，現在でも６～７団体が毎週販売に参加
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している．販売されている商品は，焼き鳥や和菓
子などの食品のほかに，古着や装飾品，未使用で
ある化粧品，食器，日用品など多岐にわたってい
る．
こうした地域主導の取組は，スーパーの撤退や
食料品店の急減に伴う地域住民の側からの危機感
に基づいているといえる．近年では，周辺市町村
からの生鮮食料品の行商の来訪もみられ，駅前商
業地区における新しい食料品の購入方法が模索さ
れているといえる．市街地中心部は，商業の機能
を縮小させてはきたものの，黒部川扇状地右岸の
中心地として高齢者を主として近距離に居住する
多くの世帯に対する物資の供給地として重要な存
在である．そのため，こうした取組みは入善町市
街地中心部の住民，特に交通手段のない高齢者に
とって大きな役割を担っているが，「まちなか屋」
において，簡易なプレハブ販売所での保健所の許
可が下りず，肉類の販売ができないなど，今後の
課題も同時に存在する．
Ⅵ　おわりに
高度経済成長とその後の安定成長期によって
1980年代にピークを迎えた入善町の商業は，国道
８号線の建設やモータリゼーションの進展以降，
大きな転換期を迎えてきた．特に，入善町におけ
る消費圏が魚津市や富山市などの西部に流出する
ことが危惧されるようになったことで，1990年代
初頭に，入善駅前商店街の若手経営者を中心に，
行政支援型の複合商業施設コスモ21や，商業者出
資型の個別共同店舗のきららの里が建設され，駅
前の商業機能は市街地外縁部へと分散し，扇状地
の東から西へと移動する消費者の移動を確保する
動きがみられた．その後，町外への商業流出が徐々
に進行しながらも，入善町は朝日町の商圏を取り
込み，西は黒部川，東は小川にかけた扇状地の範
囲を商圏として確保してきた．
現在の入善町における商業経済規模の構成は，
約200億円ある入善町の商業規模のうち，約40億
円がコスモ21，コスモ21の周辺施設が約40億円，
きららの里が10億円，そして入善駅前の商業地区
が約50億円であると試算され，残りを船見や芦崎
の商店街が構成している注５）．よって，入善町に
おける商業構造は駅前商業地区を中心とする「単
一核構造」から，市街地外縁部のエリアにまたが
る「多核構造」へと変化したといえる．
また一方で，入善町における商業変容のなかで，
駅前商業地区と市街地外縁部では，自らの経営の
生き残りをかけて異なる戦略が存在した．駅前の
商業地区では，大手資本の大型店との差別化を図
る経営工夫があり，それらは職人技術を活かした
サービスや地元の企業・官公庁・病院との取引，
中高年や農村特有のニーズに合わせた商品構成や
サービス提供など，大型店が満たせないローカル
でニッチな経営工夫であった．他方で，市街地外
縁部の複合商業施設では，地場の中小店舗を保護
しながらも，価格競争力と集客力のある大手資本
を取り入れ，それらを共存させながら市街地外縁
部を横断する消費者を確保している．このように，
地方小都市である入善町は，価格追求型の郊外大
型店と，品質や独自のサービスなどを有する駅前
商業地区が，互いに異なる消費者ニーズを満たす
役割を持っており，両者は相互補完的な関係性に
あるといえよう．
入善町全体の商業規模は，ピーク時に比べると
衰退を経てはいるものの，中心市街地は一定の経
済・社会的な役割を担っている．それは，駅前商
業地区における金融機関の集積や，円滑な空き店
舗地の循環，市街地外縁部において「コスモ21」
が富山県で唯一高度化資金の償還ができているこ
となどに表れている．また，駅前商業地区が担う
社会的な側面としては，高齢者や近隣住民のコ
ミュニケーションの場であることや，常連客・固
定客との対面接触に基づく柔軟かつ細かなサービ
ス提供などが挙げられ，徒歩圏内という物理的な
近さに加え，友人や親戚といった間柄を含め顧客
との社会的な距離関係が大きく作用しているとい
える．
入善町が全国でみられる中心商店街の事例のよ
うに，決定的な衰退を経ずに今日まで至ってきた
－65－
ことには以下の３点が理由として考えられる．ま
ず１点目は入善町とその周辺における人口規模で
ある．通常大手資本の大型店が出店する場合，入
善町のような地方小都市の場合，周囲の市町村を
合わせて約10万人の人口規模が必要と想定され
る．しかし，扇状地の農村地帯に位置する入善町
は，人口が約2.6万人程度であることに加え，扇
状地内には人口約１万人の朝日町しか存在しない
ことから，大手資本が魅力ある進出先として入善
町を選択せず，新規開業が他地域よりも緩慢で
あったことがいえる．このことは，地元の駅前商
業地区や地元資本型の複合商業施設の経営を存続
させ，他市町村のような商店街の即衰退という状
況が起きなかったことと関係しているであろう．
２点目は，黒部川扇状地の地形の存在である．
東から西に向かう消費者移動を特徴とする黒部川
扇状地の右岸地域では，東は小川，西は黒部川が
消費者の心理的な移動障壁となっており，これら
条件が入善町を中心とする右岸地域の商業範囲の
境界となってきた．この地形的な制約条件は，河
川によって区切られる扇状地の商圏が固有のまと
まりとして安定性を有し，そのことが入善町の駅
前商業地区や市街地外縁部店舗における商圏の維
持に寄与してきたと考えられる．
そして３点目は，旧来型の駅前商業地区と新規
大型店が立地する市街地外縁部との物理的距離の
近さである．駅前商業地区がある入善駅から，大
型店が立地する国道８号線までは，距離にして約
１km という近さであり，徒歩による移動でも所
要時間は約10分程度である．このコンパクトな商
業施設の立地と集積は，消費者行動の分散と拡散
を抑制し，商圏内における小売吸引力の維持に寄
与してきたと考えられる．特にこの点は，小商圏
が注目され始めている今日にあって，示唆的な事
例といえる．
しかし，入善町では1990年代以降，黒部川扇状
地の左岸に向かう消費者流出が進み，特に駅前商
業地区を中心に商業規模が次第に縮小してきたこ
とは事実である．また，2012年９月に国道８号線
沿いに新たに大型資本のヤマダ電機，コメリ，食
品スーパーの大阪屋が同時に新規出店し，町内の
商業は新たな転換期を迎えている．商業の広域・
多極化と大手資本の進出が進みつつある入善町の
商業は，今後ますます大きな競争の中に置かれて
いくと予想される．こうしたなか，独自のサービ
スや質の高い技術を有する駅前商業地区の個別店
舗は，固定客や常連客との強い結びつきを維持し，
地域における経済・社会的役割の一端を担うこと
が経営の存続において意味をもってくるだろう．
また，郊外型の大型店と駅前に集積する小規模個
別店舗は，それぞれが得意とするサービスを用い
て異なる消費者ニーズに対応することで，地域内
における住み分けが可能になると考えられる．
よって，日本の地方小都市において小規模な個
店が存続していくためには，本研究の事例にみる
ような商業地区と商圏のコンパクトさやローカル
でニッチな需要への対応，旧来型の商業地区と郊
外商業地区との異なる経営・サービス提供に基づ
く機能分担という点が，今後の商業経営の生き残
りにおける一つの道節となっていくであろう．
本研究の現地調査に際して，入善町商工会の鍋谷良和氏，田原明人氏，入善ショッピングセンターの金
沢正道氏をはじめとして，入善町の商店主や各種関連団体の皆様には多大なるご協力を受け賜りました．
なお，添付の土地利用図の製図は小﨑四郎技官に依頼しました．以上，記して厚く御礼申し上げます．
［注］
１） 現地での，商店主および各商店会長への聞き取り調査による．
２） 入善町商工会への聞き取り調査による．
３） 入善町商工会への聞き取り調査による．
４） ここでの農業公社は町と農協が半額ずつ資金をだして運営している団体で，主に農地の委託管理を
行っている．
－66－
５）入善町商工会への聞き取り調査による．
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